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検定試験の第三者評価 【公式版】総括評価 評価結果 

１．対象検定試験 実用数学技能検定 

２．実施運営団体 公益財団法人 日本数学検定協会 

３．評価結果  第三者評価【公式版】総括評価に合格し認証する 

４．評価有効期間 2024 年 12 月まで有効とする 

５．評価講評 

●大項目Ⅰ 検定試験の実施主体に関する事項 

検定試験の目的は HP 等に公開されている。検定事業を継続的・安定的に実施するため

に必要な体制、規定が適切に整えられている。財務経理情報は適切に整備され適宜監査

を受けている。検定試験に関する情報は HP 等に公開されている。個人情報保護方針、

情報セキュリティー基本方針が公開されている。毎月の事務局会議で課題に関する改

善を検討するなど、PDCA サイクルに基づき事業の改善に取り組んでいる。自己評価

シートは毎年更新し公開されている。 

 

上記の評価を基に、下記の実績を考慮して 5 点加点とした。 

① 事務処理体制、危機管理体制、内部チェック体制が整備され、検定事業実施体とし

て適切な組織・体制が確立されている。（２点） 

② P マークの認証を取得し、厳正な個人情報管理を行っている。（３点） 

●大項目Ⅱ 検定試験の実施に関する事項 

受検手続、問い合わせ窓口等の受検に必要な情報は HP 等に公開されている。受検上の

配慮が必要な受検者への対応方針が定められ、公平に受検できるように配慮されてい

る。外部の第三者による問題の品質管理を行うなど、作問・審査体制が整えられている。

新型コロナウイルス感染症対策を含む試験会場運営マニュアル等が事前に試験運営関

係者に配布され、検定試験が適正かつ公正に実施できるよう配慮されている。 

●大項目Ⅲ 検定試験の試験問題に関する事項   

検定試験の目的に基づいて数学力を測るために、学習指導要領に準拠して問題作りを

行っている。測定する学力に応じて、知識・技能を適切に測る手法として主に記述式の

問題を採用している。審査の基準は公開され、複数の担当者や外部の専門家等により検

証を行っている。 

●大項目Ⅳ 継続的な学習支援・検定試験の活用促進   

個人受検者には個別成績票に設問ごとの正誤や総評を示すとともに成績に応じたチャ

レンジ問題を提示し、団体受検には指導者用に「団体別成績票」を提供して、継続的な

学習支援を行っている。HP 等に合格体験記や活用事例を公開し、また、企業取材に基
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づく数学と仕事との関わりを紹介するなど、検定試験の結果が社会に適切に評価・活用

されるように取り組んでいる。 

６．評価得点 

大項目 満点 得点 得点率 

Ⅰ 検定試験の実施主体に関する事項 27 27 100% 

Ⅱ 検定試験の実施に関する事項 50 50 100% 

Ⅲ 検定試験の試験問題に関する事項 16 16 100% 

Ⅳ 継続的な学習支援・検定試験の活用促進 12 12 100% 

合 計 105 105 100％ 

加 点  5  

総 合 計 105 110 105% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


